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「瀑麩」
タナで直下に拡散するボソ系バラケ

Pickup! New item!!

ボソタッチでありながら、まとま
りも良好。丸めやすく、指圧によ
るウキのナジミ幅のコントロール
が容易なエサに仕上がります。上
層の魚を刺激しないようにタナに
入ったあとは、重さを備えた素材
が弾けるように拡散。直下へ降り
注ぐようにバラけ、ウワズリやウ
キに現れる余計な動きを抑えなが
らくわせエサと同調し、食いアタ
リを導きます。季節や釣り方。狙
う深さを問わない汎用性の高さも
特色の１つです。

バラケ性　□　■　□
重　　さ　■　□　□

ボソタッチでありながらまとまりのあるエサに
仕上げることができる。重めの素材がタナで直
下に拡散する。

強　  中　 弱
重　  中　 軽

ばく　　　ふ
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　バラケエサの基本要素は開きです。開くことでアピールし、魚を寄せます。このと
きエサのタッチはボソに仕上がります。ボソエサはまとまりにくいのでエサ付けのコ
ントロールが難しくなります。一般的な「粒戦」に「粒戦細粒」や「とろスイミー」
というパターンではエサがボロボロと崩れてエサが上手く付けられなかった方もいる
でしょう。
　そこで「瀑麩」の登場です。この「瀑麩」はボソを維持しながらまとまりやすいの
が特長。「粒戦細粒」や「とろスイミー」の代わりに「瀑麩」を使うことで、これま
で名手しか使えなかったバラケエサを誰もが手にすることができるようになったので
す。
　また、直下にバラける特性も兼ね備えており、これによって、糸ズレにつながるよ
うなウワズリを抑え、へら鮒をくわせエサに近づけさせてくれます。
　あらゆるセット釣りに使えるので、これからの時季にバッグに忍ばせておきたいア
イテムの登場と言えるでしょう。

現代バラケエサの救世主 !!

ブレンドはどうする？
基本ブレンドは「粒戦」100㏄＋「瀑麩」100㏄＋水150におすすめのバラケエサ200㏄。
全体に占める「粒戦」の割合が多くなっている。これは現代セットで必須の重さがより顕著
になっている証し。なおさらエサ付けが難しくなると感じてしまうところだが、これが「瀑
麩」を入れることで問題なく解決できる。おすすめのバラケエサに関しては、細かく軽い「ふ
ぶき」、中間的な「セットアップ」、重くて粗い「ヤグラ」を組み合わせてほしい。どれを選
ぶかは特長を踏まえた好みで構わないですし、２種類を100㏄ずつでもOKです。

「粒戦」100㏄＋「瀑麩」100㏄＋
水150㏄＋
おすすめの
バラケエサ200㏄
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ウドンセットの
浅ダナ釣り

厳寒期想定・数を釣る定番釣法

釣り方の基本

■仕掛け図
竿●９尺（規定最短＋ 1 尺）

ハリ●
（タナ８0 ㎝）上５号、下２号
（メーター規定）上６号、下２号

ハリス●
（タナ 80 ㎝）上 0.5 号８㎝、下 0.4 号 50 ㎝
（メーター規定）上 0.5 号８㎝、下 0.4 号 50 ㎝

　へら鮒の活性が下がる晩秋〜冬に効果的な釣り方が浅ダナのウドンセット釣りです。
魚は積極的にエサを追わなくなり、ダンゴエサの芯に飛びついてくる魚は少なくなりま
す。そうなると、バラけた粒子にゆっくり寄ってくるようになります。ですから、この
バラけた粒子に寄ってきたへら鮒にくわせエサを食わせるセット釣りが有効なのです。
活性が低いのでバラケエサをたくさん打って魚を寄せるのではなく、自分が釣るタナに
言葉どおり集魚しなくてはなりません。それには正確なエサ打ちと、バラケエサがバラ
けすぎないようにすることが重要です。元々バラケエサはバラけやすいブレンドですが、
これを確実にタナまで持たせることが重要なのです。ですから、バラケエサの重さがウ
キにしっかり掛かり、打ち始めはウキのトップが沈没するぐらいにエサを持たせます。
魚が寄ってくれば少しずつナジミが少なくなります。すると、エサ持ちがあまくなるこ
とで自分のタナに集魚できなくなり、それが釣れない原因になるので注意しましょう。

まとめやすくエサを持たせやすい !

4

タックルセッティング
竿はエサ打ちのコント
ロールがしやすく、手
返しのよい短めが基本
ですが、周囲との兼ね
合いで少し長めでも
OKです。少しでもウ
キが動くように極端に
大きなウキは使わず、
また下ハリスは長めか
らスタートします。

ウキ●細パイプトップ
（タナ 80 ㎝） ボディー 4 ㎝
（メーター規定）ボディー 4.5 ㎝

ミチイト●
（タナ 80 ㎝） 0.6 号
（メーター規定）0.8 号

エ
サ
落
ち
は
く
わ
せ
エ
サ
を
付
け
た
状
態
で
水
面
に

４
目
盛
り
で
る
よ
う
設
定
す
る
。

※
く
わ
せ
エ
サ
の
種
類
に
よ
っ
て
は
ナ
ジ
ミ
幅
が
変
わ
り
ま
す
。
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まとめやすくエサを持たせやすい !

「粒戦」50 ㏄＋
「瀑麩」100 ㏄＋
水 150 ㏄＋

「ふぶき」100 ㏄＋
「バラケマッハ」100 ㏄

●バラケブレンド

＋ ＋

「粒戦」50㏄、「瀑麩」100㏄を
エサボウルに入れて軽く混ぜ合
わせたところに水150㏄を注
ぐ。吸水させるために10分ほ
ど放置する。そこへ「ふぶき」
100㏄、「バラケマッハ」100㏄
を入れ、20〜30回かき混ぜる。
押し練りでエアーを抜き、エサ
が持つよう調整する。

●作り方

エサの大きさとハリ
実寸大

推奨ハリサイズ＝６号

＋

＋



6

しばらくエサ打ちしても何の反応も得られないときは試しにタナを深くして
みましょう。特に厳寒期になるとへら鮒は上層に上がってこないこともあり
ます。たとえメーター規定のある釣り場でも１mのタナで釣らなくてはいけ
ないことはないので、1.3mとか1.5mと少し深いタナを狙ってみましょう。

●タナを深くする

少しでも魚の反応を得たいのでスタート時の設定は長めにしましょう（スター
ト時は50㎝）。これでアタリが多くでて、空振りやイトズレなどが目立つと
きは５㎝詰めてみます。それでも空振りが多ければさらに５㎝詰めましょう。
もしハリスを詰めてアタリが減るようなら元の長さに戻すこと。動きが減っ
てしまうより動きがあるほうを優先します。

●ハリス調整

サワリやアタリがほとんどない、ウキが動かないときは、浅ダナが成立しな
い状況と判断します。タナの違う釣り方、チョーチンセット（８ページ）や
段差の底釣り（12ページ）に切り替えましょう。

●上手く釣れないときは……

くわせのハリを換えることでアタリ数に差がでることは充二分にあり得ます。
号数でもいいですし、重さの違いで使い分けてもいいでしょう。アタリが少
ないときは軽いもの、動きが多いときは重めにするのが基本です。

●ハリを使い分ける

「力玉ハード（S）」
「力玉」の「さなぎ粉」漬け
「感嘆」

●くわせエサ

ウドンセットの浅ダナ釣りのくわせエサは「力玉ハード（S）」、「力玉」
の「さなぎ粉」漬け、「感嘆」がおすすめ。落下の仕方や重さの違い
でアタリ数に差がでることも多いので、上手く使い分けてみよう。

「さなぎ粉」漬けの
作り方はコチラ↓
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実釣基本テクニック
ウドンセットの浅ダナ釣り

バラケエサは開く素材が多く、かき混ぜただけの状態ではまとまりにくいも
のです。ですから、できあがったエサをそのままハリ付けすることはむずか
しいのです。あまりエサをいじるなと言われますが、エサを持たせられなけ
れば釣りが成立しません。まずは、押し練りをしてエアーを抜きまとめやす
い状態にします。それをエサ付けしてエサが持つかを見ます。もしこれで持
たなければさらに押し練りを加えて、エサが持つ状態にします。まずは、エ
サを持たせること。ここからがスタートです。

●エサを調整する

エ
サ
が
持
つ
ま
で
押
し
練
り
を
繰
り
返
す
。
や
り
す

ぎ
る
と
開
き
が
悪
く
な
る
の
で
、
こ
ま
め
に
何
度
か

繰
り
返
し
な
が
ら
エ
サ
を
持
た
せ
ら
れ
る
接
点
を
見

つ
け
よ
う
。

バラケエサは開く素材が
多く、かき混ぜただけの
状態ではまとまりにくい。

手の甲側を使ってエサを押してエアー
を抜くのが“押し練り”。エアーを抜く
ことでエサがまとまりエサ持ちがよく
なる。この“押し練り”を繰り返して
エサが持つようにする。

押し練り
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ウドンセットの
チョーチン釣り

時合を作りやすく安定して釣れる

釣り方の基本

■仕掛け図
竿●（年内・春先） 9 尺（規定最短＋１尺）
　　  （厳寒期） 13 尺以上

ハリ●上７号、下３号

ハリス●上 0.5 号８㎝
下 0.4 号 60 ㎝スタート

　寒くなるとともに水温が下がるとへら鮒の活性は落ち、比較的水温の安定した層に
じっとしていることが多くなります。そうなると浅いタナではなく、深いタナを狙う
チョーチン釣りの出番です。エサ打ちやタナのコントロールが難しい浅ダナにくらべ、
一定のポイントにエサが打てるチョーチン釣りは時合を作りやすく、安定して釣れるメ
リットがあります。チョーチン釣りも浅ダナ同様、自分が釣るタナにへら鮒を集めなく
てはなりません。ですから、バラケエサの重さがウキにしっかり掛かり、打ち始めはウ
キのトップが沈没するぐらいにエサを持たせます。次第に魚が寄ってくるとナジミが少
なくなってきますが、その場合はエサをしっかり付けて同じナジミ幅をキープするよう
心がけます。また、この釣りでは縦誘いを活用します。バラケエサが持ちすぎたとき、
バラケエサが抜けてくわせエサだけになったとき、竿先を持ちあげるように縦誘いをし
てみましょう。これに反応してアタリがでることも多いのです。

短竿用年内・春先向きブレンド

8

タックルセッティング
竿の長さは水温が下が
れば下がるほどへら鮒
が下層へ下がるので長
くなります。短い竿で
動きが少ないときは迷
わず竿を長くしましょ
う。

ウキ●極細 PCor グラスムクトップ
（8 尺）ボディー 5.5 ㎝
（13 尺以上） ボディー 7 ㎝

ミチイト● 0.8 号

エ
サ
落
ち
は
く
わ
せ
エ
サ
を
付
け
た
状
態
で
水
面
に

５
目
盛
り
で
る
よ
う
設
定
す
る
。

※
く
わ
せ
エ
サ
の
種
類
に
よ
っ
て
は
ナ
ジ
ミ
幅
が
変
わ
り
ま
す
。
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短竿用年内・春先向きブレンド

「粒戦」100 ㏄＋
「瀑麩」100 ㏄＋
水 150 ㏄

「セットアップ」100 ㏄＋
「ふぶき」100 ㏄

●バラケブレンド

＋

＋

＋

「粒戦」100 ㏄、「瀑麩」
100㏄をエサボウルに入
れて軽く混ぜ合わせたと
ころに水 150㏄を注ぐ。
吸水させるために10分ほ
ど放置する。そこへ「セッ
トアップ」100㏄、「ふぶき」
100㏄を入れ、20〜30回
かき混ぜる。押し練りで
エアーを抜き、エサが持
つよう調整する。

●作り方

＋

エサの大きさとハリ
実寸大

推奨ハリサイズ＝７号
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中竿（13尺以上）用厳寒期ブレンド
実釣基本テクニック

ウドンセットのチョーチン釣り

短い竿で釣れるほうが釣りは簡単です。ですが、厳寒期になるとへら鮒はな
かなか上層には上がってきません。サワリ、アタリなどウキの動きが少ない
ときは、迷うことなく竿を長くして深いタナを探ってみましょう。１尺違っ
ただけでアタリ数が増えることもよくあります。

●竿の長さでタナを探る

竿の長さを換えたり、ハリを換えてもサワリやアタリがほとんどない、ウキ
が動かないときは、宙釣りが成立しない状況と判断し、底をねらう段差の底
釣り（12ページ）に切り替えましょう。

●上手く釣れないときは……

くわせのハリを換えることでアタリ数に差がでることがあります。号数でも
いいですし、重さの違いで使い分けてもいいでしょう。アタリが少ないとき
は軽いもの、動きが多いときは重めにすると覚えておきましょう。

●ハリを使い分ける

「力玉ハード（M）」
「力玉大粒」の「さなぎ粉」漬け

●くわせエサ

ウドンセットのチョーチン釣りのくわせエサは「力玉ハード（M）」か「力玉大粒」
の「さなぎ粉」漬けがおすすめ。落下の仕方や重さの違いでアタリ数に差がで
ることも多いので、上手く使い分けてみよう。

「さなぎ粉」漬けの
作り方はコチラ↓

少しでも魚の反応を得たいのでスタート時の設定は長めにしましょう（スター
ト時は60㎝）。これでアタリが多くでて、空振りやイトズレなどが目立つと
きは５㎝詰めてみます。それでも空振りが多ければさらに５㎝詰めましょう。
もしハリスを詰めてアタリが減るようなら元の長さに戻すこと。動きが減っ
てしまうより動きがあるほうを優先します。

●ハリス調整
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中竿（13尺以上）用厳寒期ブレンド

「粒戦」100 ㏄＋
「瀑麩」100 ㏄＋
水 150 ㏄

「ヤグラ」150 ㏄＋
「ふぶき」150 ㏄

●バラケブレンド

＋

＋

＋＋

「粒戦」100 ㏄、「瀑麩」
100㏄をエサボウルに入
れて軽く混ぜ合わせたと
ころに水 150㏄を注ぐ。
吸水させるために10分ほ
ど放置する。そこへ「ヤ
グラ」150㏄、「ふぶき」
150㏄を入れ、20〜30回
かき混ぜる。押し練りで
エアーを抜き、エサが持
つよう調整する。

●作り方

エサの大きさとハリ
実寸大

推奨ハリサイズ＝７号
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段差の底釣り
厳寒期の切り札

釣り方の基本

■仕掛け図
竿●8〜18尺

ハリ●上７号、下４号

ハリス●上0.5号10㎝
下0.4号55㎝スタート

年を越して２月ぐらいまではへら鮒の活性が最も低下する時季です。こうなるとへら鮒
はエサを追って宙層を泳ぐことが減り、底近辺でじっと動かなくなります。この厳しい
厳寒期の切り札的釣り方が段差の底釣りです。バラケエサを底にためることでへら鮒を
底に寄せて釣っていきます。ですから、バラケエサが落下中に抜けてしまったり、拡散
範囲を広げすぎないことがポイントになります。浅ダナやチョーチン釣り同様、しっか
りとバラケエサの重さでウキのトップがしっかりナジむことが大前提です。ナジミが少
なくなると次第に魚はウワズってしまい、イトズレなどの動きはでますが、肝心の食い
アタリがでなくなります。そしてもうひとつ重要なのが、くわせのウドンが必ず底に着
いていること。そのためにもタナ取りは重要なので慎重に行ないます。また、おかしい
なと感じたらすぐにタナを測り直して確認することです。

12

タックルセッティング
竿の長さは水深に合わ
せます。ウキの位置が
チョーチンになるほう
が釣りやすく、中途半
端にあまったり、穂先
との距離が近すぎても
釣りづらいので注意し
ましょう。この際、ハ
リスを長くすることで
タナが取れるようなら
それでもOKです。

ミチイト●0.8号
エ
サ
落
ち
は
ハ
リ
が
底
に
付
い
た
状
態
で
ト
ッ
プ
の

３
分
の
２
が
で
る
よ
う
設
定
す
る
。

ウキ●パイプトップ
ボディーサイズは竿の尺数と
同じ

※
基
本
は
釣
り
人
が
見
や
す
い
色
に
設
定
し
ま
し
ょ
う
。
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タナ取り方法

上下両方のハリを付け、宙釣りの状態のエサ落ちを確認する。
①宙の状態のエサ落ちを確認

下バリにタナ取りゴムを付け、ウキにフロートを
差して水深を測る。普通に打ち込んだだけでは沖
を測ってしまうので、ウキを持ちあげるように竿
先をあげ、ウキの下にタナ取りゴムがくるように
する。トップ先端が水面にでる位置にウキをセッ
トする。このとき、左右の水深も測っておくこと。

②タナを測る

水面にでたトップ先端の位置に合わせるようにミ
チイトに目印のトンボを付け、その位置に宙で決
めたエサ落ち目盛りを合わせる。これが下バリト
ントンといわれる設定だが、これでは下バリが底
から切れる可能性が高いので、ここから５㎝ウキ
を上へ動かしてスタートする。

③ウキをズラす

ウキをズラしたらエサを付けない状態で打ち込み、
エサ落ちを確認する。下バリが底に着いていれば、
下バリの重さがウキにかからないので、宙で確認
したエサ落ちより目盛りは多くでる。それが確認
できればOK。

④下バリが底に着いた状態のエサ落ちを確認

タナ取り時は、フロートとタナ
取りゴム（粘土オモリ）を使う
と素早く測ることができる。

目印のトンボを基準にしてウキ
の位置を動かす。

仮に宙で決めたエサ落ちを７目盛りだし
とすると、下バリが底に着いた状態では
７目盛り以上水面にでることになる。た
だし、実釣においては水流や底の状態な
どで必ずこの目盛りがでるとはかぎらな
いが、７目盛りより沈んで戻ってこない
場合はタナをズラす（深くする）かタナ
を測り直すこと。

下
バ
リ
が
底
に
着
い
た
状
態
の
エ
サ
落
ち

宙
釣
り
で
の
エ
サ
落
ち
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しっかりナジんでウキがじんわり上がる

「力玉ハード（L）」、「力玉ハード（M）」
「魚信」、「力玉大粒」の「さなぎ粉」漬け

●くわせエサ

段差の底釣りのくわせエサは「力玉ハード（L）」か「力玉ハード（M）」、「魚信」、
または「力玉大粒」の「さなぎ粉」漬けがおすすめ。落下の仕方や重さの違い
でアタリ数に差がでることも多いので、上手く使い分けてみよう。

「さなぎ粉」漬けの
作り方はコチラ↓

実釣基本テクニック
段差の底釣り

「魚信」の
作り方はコチラ↓

スタート時の設定は55㎝ですが、渋い厳寒期ではなかなかサワリやアタリ
がでない場面もあります。そういうときは、ハリスを伸ばしていきましょう。
最長で70㎝までは試してみてください。

●ハリス調整

アタリをだすためのテクニックとして“置き直し”を試しましょう。バラケ
が抜けてくわせだけの状態でアタリがでるのを待ちますが、なかなかアタリ
がでないときには、竿先でウキを持ちあげるようにしてくわせエサを置き直
すのです。これでアタリがでることも多いので活用してください。ただし、
何回もしつこくやるのではなく、１〜２回でアタリがでなければ打ち返しま
す。

●“置き直し”
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しっかりナジんでウキがじんわり上がる

「粒戦」50㏄＋
「瀑麩」100㏄＋
水150㏄
「ヤグラ」200㏄＋
「段底」100㏄

●バラケブレンド

＋ ＋＋

「粒戦」50㏄、「瀑麩」100
㏄をエサボウルに入れて軽
く混ぜ合わせたところに水
150㏄を注ぐ。吸水させる
ために10分ほど放置する。
そこへ「ヤグラ」200㏄、「段
底」100㏄を入れ、20〜30
回かき混ぜる。押し練りで
エアーを抜き、エサが持つ
よう調整する。

●作り方

＋
エサの大きさとハリ

実寸大

推奨ハリサイズ＝７号

● 13 尺以上なら……

「粒戦」50㏄＋「瀑麩」100㏄＋
水150㏄
「ヤグラ」100㏄＋
「段底」200㏄

●エサが持たないとき
使っているエサに「瀑麩」
をひとつかみ差し込むよう
に追い足します。
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両グルテンの
底釣り

新べら狙い !

釣り方の基本
厳寒期の底釣りといえば、段差の底釣りが定番です。ただし、新べら放流が行なわれる
晩秋から冬には新べらの動きが活発なときもあります。こういう状況になると段差の底
釣りではウキが動きすぎて釣りづらくなります。冬なので“段底”想定で釣り場を訪れ
ることも多いですが、ときに思いがけない高活性に恵まれることもありますので、グル
テンエサは必携です。食い気のある新べらが溜まっているエリアの釣りなので、エサは
寄せを意識するのではなく食わせることを重視します。ですから自ずとブレンドも食わ
せタイプとなります。つまりエサはしっかり持つものを使いますので、当然釣り方もエ
サをしっかりナジませて釣っていきます。またフレッシュな個体を釣り続けるために、
長竿で沖の底を狙うのがオススメです。釣り場の水深にもよりますが、16尺以上の竿
でタナ２〜３本ぐらいの水深が最適な条件となります。竿一杯（チョーチン）で釣ると
きもやや沖にエサを打つようにしましょう。

食い気のある新べらにアピールする

16

タックルセッティング
ウキのボディーサイズ
は水深に合わせますが
（18ページのウキの選
択参照）、基本は大き
め。流れが強かったり、
振り込みがしにくい場
合は迷わずサイズを
アップしましょう。

エ
サ
落
ち
は
ハ
リ
が
底
に
付
い
た
状
態
で
ト
ッ
プ
の

３
分
の
２
が
で
る
よ
う
設
定
す
る
。

■仕掛け図
竿●16〜21尺
ミチイト●1号

ハリ●上下4〜５号

ウキ●パイプトップ
ボディーサイズは
別項参照

ハリス●上下0.5号
50㎝と60㎝スタート

※
基
本
は
釣
り
人
が
見
や
す
い
色
に
設
定
し
ま
し
ょ
う
。
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食い気のある新べらにアピールする

「もちグル」50㏄＋
「グルテン四季」50㏄＋
水120㏄

●エサブレンド

＋ ＋

「もちグル」50㏄、「グルテン四季」50㏄をグルテンボウルに入れて軽く混
ぜ合わせたところに水120㏄を注ぐ。全体に水がゆきわたるよう20回ほど
よく混ぜる。若干固まりだしたタイミングでグルテンボウルの隅に寄せて固
まるまで放置。固まったらボウルの中で半分ほどに小分けし、押し練りをし
て打ち始める。２〜３目盛りのナジミ幅がでればOK。それより浅ナジミな
らさらに押し練りを加える。

●作り方と打ち始め

エサの大きさとハリ
実寸大

推奨ハリサイズ＝５号
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底釣りはタナ取り（水深を測ること）がすべてといわれるほ
どタナは重要です。釣りを始める基準であり、地形変化や底
の状態の変化（釣っている途中でヘドロやゴミが取り除かれ
て水深が変わること＝底が掘れた）を知るための唯一の手段
です。このタナ取りをおろそかにしては底釣りは釣れません。
動画でわかりやすく解説しているのでチェックしましょう。

●タナ取り

両グルテンでウキの動きがおとなしい場合は、それほどへら鮒の活性が高く
ない証拠。バラケエサを使ってへら鮒を寄せることができる段差の底釣り（10
ぺージ）に釣り方を変更しましょう。

●上手く釣れないときは……

バランスの底釣りは、ウキのナジミ幅が重要な情報源です。エサ持ちの有無
だけでなく、底が掘れた（ヘドロなどが取れること）、ハリスが絡んだなどを
知る手がかりです。両グルテンの底釣りの場合、２〜３目盛りのナジミ幅が
でるのが基準です。これよりナジミが少ない場合は、エサが持っていないか
タナをはわせすぎていることになります。逆に多い場合は、タナが底から切
れている、ハリスが絡んでいる可能性があります。そして寄る魚量が増えて
も同じナジミ幅をキープできるようにエサを調整（押し練り、手揉み、エサ
の大きさ）して釣っていきます。

●ナジミ幅を意識しよう

ウキのサイズは水深によって変わってきます。水深ごとの目安を記しました
が、迷ったときは大きめを選択してください。

●ウキの選択

水深に合わせたウキのボディーサイズ
2.5m　　　　　　　　12 ㎝
3.5m　　　　　　　　14 ㎝

3m　　　　　　　 13 ㎝
4m　　　　　　　 15 ㎝
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実釣基本テクニック
両グルテンの底釣り

グルテンエサはエサ持ちがよいと思われますが、水に入ると水分を吸って膨
らみ魚のアオリが強いときはハリから抜けやすくなります。また、グルテン
エサはそのまま使えとも言われますが、エサが持つように押し練りや手揉み
での調整は躊躇せず行ないます。

●エサを調整する

エ
サ
が
持
つ
ま
で
押
し
練
り
を
繰
り
返
す
。
や
り
す

ぎ
る
と
開
き
が
悪
く
な
る
の
で
、
こ
ま
め
に
何
度
か

繰
り
返
し
な
が
ら
エ
サ
を
持
た
せ
ら
れ
る
接
点
を
見

つ
け
よ
う
。

手の甲側を使ってエサを押
してエアーを抜くのが“押
し練り”。エアーを抜くこ
とでエサがまとまりエサ持
ちがよくなる。この“押し
練り”を繰り返してエサが
持つようにする。

押し練り

つまんだエサを指先で揉むように
して丸めてエサ付け。この手揉み
の回数でエサ持ちを調整する。

手揉み
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両ダンゴの
底釣り

早春の管理〜野釣りで活躍

釣り方の基本
“春は底を釣れ！”という格言があるように、春先になると、底釣りが面白くなります。
冬場に深いタナでじっとしていたへら鮒が水温の上昇とともに活性をあげ、徐々に浅い
タナへと移動します。この際に、カケアガリを伝って浅場へと動きますので、春先は底
釣りが有効なのです。狙いは浅場なので、長い竿で沖の底（カケアガリ）を狙うことに
なります。これは管理釣り場でも野釣り場でも同じです。この時季のへら鮒は、まだ活
性の低い個体もいれば、食い気をだしたやる気のある個体も増えてきます。そういう不
安定な活性なので、エサもそれに合わせるように、両グルテンと両ダンゴの中間的な位
置付けになるブレンドが効果的です（ブレンドは次頁）。釣り方はいわゆる底釣りです
ので、正確にタナ取りを行ない、基本どおりエサをしっかりナジませることを意識して
ください。

ダンゴとグルテンの中間エサ

20

タックルセッティング
沖の底狙いの場合、ウ
キが小さいとオモリ量
が少ないので振り込み
にくい。自分が振り込
めるオモリ量を背負う
ウキサイズを選ぶとよ
い。また、その際仕掛
けを短くするとより振
り込みしやすくなる。

エ
サ
落
ち
は
ハ
リ
が
底
に
付
い
た
状
態
で
ト
ッ
プ
の

３
分
の
２
が
で
る
よ
う
設
定
す
る
。

■仕掛け図

ウキ●パイプトップ
ボディーサイズは
別項参照

竿●15〜規定最長
ミチイト●1号

ハリス●上下0.5号
40㎝と50㎝スタート

ハリ●上下５〜６号

※
基
本
は
釣
り
人
が
見
や
す
い
色
に
設
定
し
ま
し
ょ
う
。
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ダンゴとグルテンの中間エサ

「もちグル」50㏄＋
「ダンゴの底釣り芯華」150㏄＋
水125㏄

●エサブレンド

＋ ＋

「もちグル」50㏄、「ダンゴの底釣り芯華」150㏄をグルテンボウルに入れて
軽く混ぜ合わせたところに水125㏄を注ぐ。全体に水がゆきわたるよう20
回ほどよく混ぜる。若干固まりだしたタイミングでグルテンボウルの隅に寄
せて固まるまで放置。固まったらボウルの中で半分ほどに小分けし、押し練
りをして打ち始める。３〜４目盛りのナジミ幅がでればOK。それより浅ナ
ジミならさらに押し練りを加える。

●作り方

エサの大きさとハリ
実寸大

推奨ハリサイズ＝５号
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両ダンゴの底釣りでウキの動きがおとなしい場合は、それほどへら鮒の活性
が高くない証拠。グルテンセット、両グルテンとエサを変えて様子をみます。
それでも動きが少ないときは底釣りを諦めましょう。

●上手く釣れないときは……

底釣りでは、ウキのナジミ幅が重要な情報源です。エサ持ちの有無だけでなく、
底が掘れた（ヘドロなどが取れること）、ハリスが絡んだなどを知る手がかり
です。両ダンゴの底釣りの場合、３〜４目盛りのナジミ幅がでるのが基準です。
これよりナジミが少ない場合は、エサが持っていないかタナをはわせすぎて
いることになります。逆に多い場合は、タナが底から切れている、ハリスが
絡んでいる可能性があります。そして寄る魚量が増えても同じナジミ幅をキー
プできるようにエサを調整（押し練り、手揉み、エサの大きさ）して釣って
いきます。

●ナジミ幅を意識しよう

底釣りはタナ取り（水深を測ること）がすべてといわれるほ
どタナは重要です。釣りを始める基準であり、地形変化や底
の状態の変化（釣っている途中でヘドロやゴミが取り除かれ
て水深が変わること＝底が掘れた）を知るための唯一の手段
です。このタナ取りをおろそかにしては底釣りは釣れません。
動画でわかりやすく解説しているのでチェックしましょう。

●タナ取り

ウキのサイズは水深によって変わってきます。水深ごとの目安を記しました
が、迷ったときは大きめを選択してください。

●ウキの選択

水深に合わせたウキのボディーサイズ
2.5m　　　　　　　　12 ㎝
3.5m　　　　　　　　14 ㎝

3m　　　　　　　 13 ㎝
4m　　　　　　　 15 ㎝
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実釣基本テクニック
両ダンゴの底釣り

ダンゴとグルテンと中間エサは、水に入ると水分を吸って膨らみ魚のアオリ
が強いときはハリから抜けやすくなります。活性の高い魚と低い魚が混在す
る春先は、活性や寄り具合によって微妙な調整が求められます。エサ付けの
圧や大きさも工夫しましょう。

●エサを調整する

左
が
基
エ
サ
。
右
が
押
し
練
り
を
何
度
か
加
え
た
状

態
。
押
し
練
り
を
し
て
エ
ア
ー
を
抜
い
て
い
く
と
エ

サ
が
持
つ
よ
う
に
な
る
。
魚
が
寄
っ
て
ナ
ジ
ミ
が
浅

く
な
れ
ば
さ
ら
に
押
し
練
り
を
加
え
る
。

手の甲側を使ってエサを押
してエアーを抜くのが“押
し練り”。エアーを抜くこ
とでエサがまとまりエサ持
ちがよくなる。この“押し
練り”を繰り返してエサが
持つようにする。

押し練り
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グルテンセットの
チョーチン釣り

早春の野釣り場で有効

釣り方の基本

■仕掛け図
竿●15尺以上

ハリ●上７号、下４号

ハリス●上0.5号20㎝
下0.4号60㎝スタート

　グルテンセットのチョーチン釣りは、春先の野釣り場（山上湖や準山上湖）で有効な
釣り方です。放流からしばらく経過した頃、また、放流後の口を使わなかった新べらが
春先になって食いが立つことがあり、そういうときこそこの釣り方の出番です。水深の
ある野釣り場がターゲットとなりますので、ボート釣りがメインですが、水深のある桟
橋でも有効です。
　釣り方の基本はバラケエサをしっかりナジませてへら鮒を寄せ、くわせエサのグルテ
ンを食わせること。ですから、バラケエサがナジまない、ナジんでもすぐ抜けてしまう
のはＮＧです。ウドンセットとは違い、グルテンセットの場合はバラケエサが付いてい
るときにアタらせるようにするのが基本です。ですから同じセット釣りでもウドンセッ
ト釣りとは違い、どちらかといえば共エサの釣りと同じような感覚で釣っていく釣り方
と言えるでしょう。

しっかりナジんでタナでバラける

24

タックルセッティング
エサをしっかり抱えて
くれるパイプトップを
使うことで確実にタナ
で釣るよう意識しま
す。へら鮒の反応が悪
いときは、ハリス段差
を広げましょう。

ウキ●パイプトップ
ボディーサイズは
竿の尺数マイナス２㎝

ミチイト●1号
エ
サ
落
ち
は
ハ
リ
が
底
に
付
い
た
状
態
で
ト
ッ
プ
の

３
分
の
２
が
で
る
よ
う
設
定
す
る
。

※
基
本
は
釣
り
人
が
見
や
す
い
色
に
設
定
し
ま
し
ょ
う
。
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しっかりナジんでタナでバラける

「瀑麩」100㏄＋
「段差バラケ」400㏄＋
「バラケマッハ」200㏄＋
「ふぶき」200㏄＋
水200㏄

●バラケブレンド

＋ ＋ ＋

「瀑麩」100㏄、「段差バラケ」
400㏄、「バラケマッハ」200㏄、「ふ
ぶき」200㏄をエサボウルに入れ
て軽く混ぜ合わせたところに水
200㏄を注ぐ。それを20〜30回
ムラなくかき混ぜる。半分ほど小
分けし、押し練りでエアーを抜い
てエサが持つよう調整する。エサ
が持たない場合は、再度押し練り
を加える。トップ先端までナジむ
ようにする。

●作り方 ＋
エサの大きさとハリ

実寸大

推奨ハリサイズ＝７号
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サワリがあるのにアタリがでないときは、肝心のくわせエサが持っていない
可能性があります。グルテンを押し練りしたり、手揉みしたりして確実に持
つようにしましょう。

●アタリがでないときは……

ウキの動きがでないときは、エサがバラけすぎてしまいタナの魚量が少ない
のでサワリやアタリがでないこともあります。そこで、今まで以上にバラケ
エサをタナに届けるようにします。押し練りを加える、しっかりハリ付けす
るなどして少しでもウキを深く入れるようにして、タナに魚を寄せるように
します。これで魚が近づくようになり、サワリやアタリが増えるはずです。

●しっかりナジませる

●くわせエサ

「もちグル」25㏄＋
「わたグル」50㏄＋
水100㏄

＋

「もちグル」25㏄、「わたグル」50㏄をグ
ルテンボウルに入れて軽く混ぜ合わせたと
ころに水100㏄を注ぐ。全体に水がゆき
わたるよう20回ほどよく混ぜる。若干固
まりだしたタイミングでグルテンボウルの
隅に寄せて固まるまで放置。固まったらボ
ウルの中で半分ほどに小分けし、押し練り
をして打ち始める。グルテンだけで２目盛
りぐらいのナジミ幅がでればOK。

●作り方

エサの大きさとハリ
実寸大

推奨ハリサイズ＝４号

＋
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実釣基本テクニック
グルテンセットのチョーチン釣り

バラケエサは、かき混ぜただけの状態ではまとまりにくいものです。ですから、
できあがったエサをそのままハリ付けすることはむずかしいのです。あまり
エサをいじるなと言われますが、エサを持たせられなければ釣りが成立しま
せん。まずは、押し練りをしてエアーを抜きまとめやすい状態にします。そ
れをエサ付けしてエサが持つかを見ます。もしこれで持たなければさらに押
し練りを加えて、エサが持つ状態にします。まずは、エサを持たせること。
ここからがスタートです。

●エサを調整する

エ
サ
が
持
つ
ま
で
押
し
練
り
を
繰
り
返
す
。
や
り
す

ぎ
る
と
開
き
が
悪
く
な
る
の
で
、
こ
ま
め
に
何
度
か

繰
り
返
し
な
が
ら
エ
サ
を
持
た
せ
ら
れ
る
接
点
を
見

つ
け
よ
う
。

バラケエサは開く素材が
多く、かき混ぜただけの
状態ではまとまりにくい。

手の甲側を使ってエサを押してエアー
を抜くのが“押し練り”。エアーを抜く
ことでエサがまとまりエサ持ちがよく
なる。この“押し練り”を繰り返して
エサが持つようにする。

押し練り
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ウドンセットの
浅ダナ釣り

春先を想定した

釣り方の基本

■仕掛け図
竿● 8 尺（規定最短）

ハリ●
（タナ 50 ㎝）上５号、下３号
（メーター規定）上６号、下３号

ハリス●
（タナ 50 ㎝）上 0.5 号８㎝、下 0.4 号 40 ㎝
（メーター規定）上 0.5 号８㎝、下 0.4 号 50 ㎝

　へら鮒の活性が徐々にあがってくる春でも浅ダナのウドンセット釣りがメインとなり
ます。厳寒期とは違い、ある程度バラケエサに強く反応するようになります。ときには
バラケエサを食ってくることもあるでしょう。それでも高活性の手前、バラけた粒子に
寄ってきたへら鮒にくわせエサを食わせるセット釣りの図式が基本です。厳寒期と比べ
それなりにバラケエサへ反応するからこそ、よりバラケエサをナジませることを意識し
なければなりません。必要以上にエサがバラけすぎるとへら鮒はバラけた粒子とともに
狙いのタナから離れてしまいます。ですからウキのトップ先端までどっぷりナジませる
ことを最優先にします。そこからへら鮒の動きに合わせてエサの大きさを変えてみま
しょう。寄りが少なければ大きめ、寄りが多いなら小さめにします。このエサの大小で
の対応で釣ることから始めましょう。

「粒戦」が多くてもまとまりやすい！
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タックルセッティング
竿はエサ打ちのコント
ロールがしやすく、手
返しのよい短めが基本
ですが、周囲との兼ね
合いで少し長めでも
OKです。下ハリスは
長めからスタートし、
詰める方向で探りま
す。動きが少ないとき
はタナを深くしてみま
しょう。

ウキ●パイプトップ
（タナ 50 ㎝） ボディー 4.5 ㎝
（メーター規定）ボディー 5.5 ㎝

ミチイト●
（タナ 50 ㎝） 0.8 号
（メーター規定）0.8 号

エ
サ
落
ち
は
く
わ
せ
エ
サ
を
付
け
た
状
態
で
水
面
に

４
目
盛
り
で
る
よ
う
設
定
す
る
。
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く
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。
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「粒戦」が多くてもまとまりやすい！

「粒戦」100 ㏄＋
「瀑麩」100 ㏄＋
水 150 ㏄＋

「ふぶき」200 ㏄

●バラケブレンド

＋ ＋

「粒戦」100㏄、「瀑麩」100㏄
をエサボウルに入れて軽く混ぜ
合わせたところに水150㏄を注
ぐ。吸水させるために10分ほ
ど放置する。そこへ「ふぶき」
200㏄を入れ、20〜 30回かき
混ぜる。押し練りでエアーを抜
き、エサが持つよう調整する。

●作り方

エサの大きさとハリ
実寸大

推奨ハリサイズ＝６号

＋
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しばらくエサ打ちしても何の反応も得られないときは試しにタナを深くして
みましょう。春とはいえ、日によってはへら鮒は上層に上がってこないこと
もあります。タナ50㎝で当たらなければ、20〜30㎝深くします。メーター
規定のある釣り場でも１mのタナで釣らなくてはいけないことはないので、
1.3mとか1.5mと少し深いタナを狙ってみましょう。

●タナを深くする

少しでも魚の反応を得たいのでスタート時の設定は長めです。これでアタリ
が多くでて、空振りやイトズレなどが目立つときは５㎝詰めてみます。それ
でも空振りが多ければさらに５㎝詰めましょう。もしハリスを詰めてアタリ
が減るようなら元の長さに戻しましょう。

●ハリス調整

サワリやアタリがほとんどない、ウキが動かないときは、浅ダナが成立しな
い状況と判断します。タナの違う釣り方、チョーチンセット（８ページ）や
段差の底釣り（12ページ）に切り替えましょう。

●上手く釣れないときは……

くわせのハリを換えることでアタリ数に差がでることは充二分にあり得ます。
号数でもいいですし、重さの違いで使い分けてもいいでしょう。アタリが少
ないときは軽いもの、動きが多いときは重めにするのが基本です。

●ハリを使い分ける

「力玉ハード（S）」
「力玉」の「さなぎ粉」漬け
「感嘆」

●くわせエサ

「さなぎ粉」漬けの
作り方はコチラ↓

ウドンセットの浅ダナ釣りのくわせエサは「力玉ハード（S）」、「力玉」
の「さなぎ粉」漬け、「感嘆」がおすすめ。落下の仕方や重さの違い
でアタリ数に差がでることも多いので、上手く使い分けてみよう。
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実釣基本テクニック
ウドンセットの浅ダナ釣り

バラケエサは開く素材が多く、かき混ぜただけの状態ではまとまりにくいも
のです。ですから、できあがったエサをそのままハリ付けすることはむずか
しいのです。あまりエサをいじるなと言われますが、エサを持たせられなけ
れば釣りが成立しません。まずは、押し練りをしてエアーを抜きまとめやす
い状態にします。それをエサ付けしてエサが持つかを見ます。もしこれで持
たなければさらに押し練りを加えて、エサが持つ状態にします。まずは、エ
サを持たせること。ここからがスタートです。

●エサを調整する

エ
サ
が
持
つ
ま
で
押
し
練
り
を
繰
り
返
す
。
や
り
す

ぎ
る
と
開
き
が
悪
く
な
る
の
で
、
こ
ま
め
に
何
度
か

繰
り
返
し
な
が
ら
エ
サ
を
持
た
せ
ら
れ
る
接
点
を
見

つ
け
よ
う
。

バラケエサは開く素材が
多く、かき混ぜただけの
状態ではまとまりにくい。

手の甲側を使ってエサを押してエアー
を抜くのが“押し練り”。エアーを抜く
ことでエサがまとまりエサ持ちがよく
なる。この“押し練り”を繰り返して
エサが持つようにする。

押し練り
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両ダンゴの
浅ダナ釣り

早春から始まる

釣り方の基本

■仕掛け図
竿●９尺（規定最短より１尺長め）

ハリ●上下５号

ハリス●上下 0.5 号
（タナ 50 ㎝）30 ㎝と 40 ㎝スタート
（メーター規定）35 ㎝と 45 ㎝スタート

盛期の釣りの代表格である両ダンゴの浅ダナ釣りですが、シーズンによっては早春（３
月頃）から釣れだすこともあります。ただ、最盛期とは違いへら鮒の寄りも少なく、活
性もそれほど高くないことが多いので、仕掛けやエサはワンランク落とした弱いものを
使います。それでも釣り方の基本は同じ。一番重要なのはエサを持たせることです。ダ
ンゴエサそのものを食わせる釣り方ですので、まずはエサが持っていなくては始まりま
せん。エサの重さでウキのトップ先端までナジませるよう心がけましょう。また、盛期
とは違いへら鮒の動きもゆっくりなことが多いので、しっかりナジんだところからじっ
とさせ、そのあとでサワリがでてアタリにつながるような動きが基本です。ひとつ付け
加えるなら、この時季はへら鮒の寄りが盛期ほどでないので、寄せることを意識して、
エサ打ちの回転を早くしましょう。

硬さで持たせてタナでアピール
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タックルセッティング
盛期の両ダンゴ釣りと
比べるとライトな設
定。ウキは小さく、ハ
リスは長く、ハリが小
さくとワンランク落と
したところからスター
トする。

ウキ●パイプトップ
（タナ 50 ㎝） ボディー 4.5 ㎝
（メーター規定）ボディー 5.5 ㎝

ミチイト● 0.8 号
エ
サ
落
ち
は
ト
ッ
プ
全
体
の
３
分
の
２
以
上
が
水
面

に
で
る
よ
う
設
定
す
る
。
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硬さで持たせてタナでアピール

「カクシン」200 ㏄＋
「浅ダナ一本」200 ㏄＋
「凄麩」100 ㏄＋
水 100 ㏄

●エサブレンド

＋

＋

「カクシン」200㏄、「浅ダナ一本」200㏄、
「凄麩」100㏄をエサボウルに入れて軽く
混ぜ合わせたところに水100㏄を注ぐ。
ムラがないように大きく20〜30回かき
混ぜ、エサがまとまりだしたら基エサの完
成。これを1/3に小分けして10回ほど押
し練りをし、エアー抜いて使い始める。こ
れでウキが沈没するぐらいエサが持てば
OK。持たないようならさらに押し練りで
調整する。

●作り方

エサの大きさとハリ
実寸大

推奨ハリサイズ＝５号

＋
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しばらくエサ打ちしても何の反応も得られないときは試しにタナを深くして
みよう。水温が低いとへら鮒は上層に上がってこないこともある。たとえメー
ター規定のある釣り場でも１mのタナで釣らなくてはいけないことはないの
で、少しずつ深くして1.5mぐらいのタナまで様子を見よう。逆に活性が高
いときはタナを浅くします。タナの規定がない釣り場に限定されますが、タ
ナを浅くすることで余計な動きが減り釣りやすくなります。

●タナを調整する

少しでも魚の反応を得たいのでスタート時の設定は長めにしています。これ
でアタリが多くでて、空振りやイトズレなどが目立つときは５㎝ずつ詰めて
みよう。それでも空振りが多ければさらに５㎝詰めていきます。もしハリス
を詰めてアタリが減るようなら元の長さに戻すこと。動きが減ってしまうよ
り動きがあるほうを優先しましょう。

●ハリス調整

しばらくエサ打ちしてもサワリやアタリがほとんどない、ウキが動かないと
きは、両ダンゴが成立しない状況と判断します。周りの釣れ具合を確認して
浅ダナセット（４ページ）、チョーチンセット（８ページ）や段差の底釣り（12
ページ）に切り替えましょう。

●上手く釣れないときは……

エサをやわらかくするために手水をすることもあるでしょう。手水と押し練
りで調整という表現もありますが、まずはエサを持たせることが優先ですの
で、押し練りのみで調整します。硬くて持つエサで釣れればそれで問題あり
ません。強いアタリがでて空振るようならハリスを詰め、それでもカラツン
が解消できないとき、濡らした手で押し練りをして少しだけエサのタッチを
やわらかくします。やわらかいエサはエサ持ちが悪くなりますし、エサ付け
も難しくなりますので、注意が必要です。

●手水は慎重に……
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実釣基本テクニック
両ダンゴの浅ダナ釣り

元々ネバる素材をブレンドしてエサ持ちのよいエサに仕上げますが、作った
エサをそのまま使うのではなく、打ち始めから押し練りを加え、しっかりエ
サが持つ状態でスタートしてください。目安としては、ウキのトップ先端ギ
リギリまでナジむぐらいのエサ持ち加減です。次第に魚が寄ってきますと、
徐々にエサ持ちが悪くなります。こういうときは、さらに押し練りを加えて
エサが必ず持つように調整します。

●エサを調整する

手の甲側を使ってエサを押してエアー
を抜くのが“押し練り”。エアーを抜く
ことでエサがまとまりエサ持ちがよく
なる。この“押し練り”を繰り返して
エサが持つようにする。

押し練り

写
真
右
側
が
エ
サ
を
か
き
混
ぜ
た
だ
け
の
状
態
（
基

エ
サ
）。
左
上
が
押
し
練
り
を
加
え
た
状
態
。
エ
ア
ー

を
抜
く
こ
と
で
エ
サ
が
丸
め
や
す
く
エ
サ
が
持
つ
よ

う
に
な
る
。
打
ち
始
め
か
ら
押
し
練
り
を
加
え
た
状

態
か
ら
使
い
始
め
る
こ
と
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